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みやぎの林業だより

県
南
初
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築

県
南
初
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築

「
蔵
王
パ
テ
ィ
オ
」完
成

「
蔵
王
パ
テ
ィ
オ
」完
成

一
般
社
団
法
人
吉
田
愛
林
公
益
会
が

林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

　
第
六
十
二
回
全
国
林
業
経
営
推
奨

行
事（
公
益
財
団
法
人
大
日
本
山
林

会
主
催
）に
お
い
て
、
一
般
社
団
法

人
吉
田
愛
林
公
益
会（
黒
川
郡
大
和

町
）が
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
、

先
日
、
秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
か
ら
賞
状

を
賜
り
ま
し
た
。
本
行
事
は
森
林
の

適
正
な
管
理
並
び
に
林
業
の
技
術
及

び
経
営
の
改
善
に
努
め
て
い
る
経
営

体
を
顕
彰
す
る
も
の
で
昭
和
三
十
七

年
度
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
は

全
国
か
ら
二
十
八
団
体
が
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　
吉
田
愛
林
公
益
会
は
、
昭
和

三
十
五
年
の
設
立
以
来
、
林
業
経
営

に
尽
力
さ
れ
、
現
在
は
直
営
林
と
分

収
林
を
合
わ
せ
て
約
二
千
九
百
三
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

　
経
営
に
当
た
っ
て
は
直
営
作
業
班

員
に
よ
る
丁
寧
な
育
林
を
行
う
と
と

も
に
、
森
林
経
営
計
画
に
基
づ
き
、

主
伐
及
び
再
造
林
を
計
画
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
林
業
経
営
で
得
ら
れ
た

収
益
に
よ
る
地
域
へ
の
貢
献
は
大
き

く
、
地
域
内
の
社
会
福
祉
団
体
や
山

林
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
へ
の
助
成
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
地
域
内
の
世
代

間
交
流
を
図
る
た
め
の
運
動
会
の
開

催
の
際
も
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
吉

田
地
区
の
活
性
化
の
た
め
に
欠
か
せ

な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
吉
田
地
区
活
性
化
の

中
心
的
な
存
在
と
し
て
、
益
々
の
御

活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。受賞後記念写真受賞後記念写真

大日本山林会　永田会長を囲んで大日本山林会　永田会長を囲んで

（
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
）

林
道 「
登
米
東
和
線
」の

　
　
　
　
開
通
に
つ
い
て

　
県
で
は
、
登
米
市
内
の
旧
登
米
町

と
旧
東
和
町
を
結
ぶ
林
道
で
あ
る

「
登
米
東
和
線
」（
と
よ
ま
と
う
わ
せ

ん
）の
開
設
事
業
を
平
成
二
十
一
年

か
ら
行
っ
て
お
り
、
今
年
の
春
の
開

通
を
目
指
し
て
最
後
の
工
事
を
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
林
道
の
開
通
に
よ
り
、
今
ま

で
大
き
く
迂
回
す
る
必
要
が
あ
っ
た

県
道
志
津
川
登
米
線
と
国
道
三
九
八

号
線
が
直
接
繋
が
り
、
地
域
の
生
活

環
境
の
利
便
性
や
森
林
か
ら
の
木
材

の
運
搬
効
率
が
大
き
く
向
上
し
ま
す
。

　
林
道
の
中
間
地
点
に
は
登
米
森
林

公
園
が
あ
り
、
観
光
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
も
便
利
な
道
に
な
る
よ
う

に
計
画
さ
れ
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

　
登
米
森
林
公
園
は
キ
ャ
ン
プ
場
や

森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
場
と
し
て
も
知
ら

れ
、
近
年
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ

小
説「
お
か
え
り
モ
ネ
」の
ロ
ケ
地
に

も
使
わ
れ
る
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
が
多

く
、
県
内
で
も
有
数
の
自
然
と
触
れ

合
い
、
満
喫
す
る
こ
と
の
で
き
る
公

園
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
含
め
て
様
々

な
用
途
に
使
え
る
道
と
し
て
整
備
さ

れ
て
き
た
林
道
で
す
の
で
、
開
通
後
に

は
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

林道位置図林道位置図

直営の幼令林直営の幼令林
奥には七ツ森が見えます奥には七ツ森が見えます

林
道

「
登
米
東
和
線
」

三滝堂ＩＣ
三陸自動車道

国道３９８号 至 南三陸町→←至 登米市内

県道１７２号

（旧東和町）

国道３４２号

（旧登米町）

登米森林公園

県道２０２号

もうすぐ開通する林道「登米東和線」もうすぐ開通する林道「登米東和線」
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みやぎの林業だより

　
栗
原
地
域
事
務
所
で
は
、
苔
の
産

地
化
を
目
指
し
て
い
る「
く
り
は
ら

の
苔
」の
魅
力
を
発
信
し
、
苔
の
美

し
さ
・
た
く
ま
し
さ
を
意
識
す
る
空

間
の
提
供
と
苔
文
化
の
定
着
を
図
る

た
め
、
昨
年
に
続
き「
く
り
は
ら
de

苔
ア
ー
ト
展
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
特
に
今
回
か
ら
、「
苔
の
産
地
化
」

に
加
え
、「
聖
地
化
」も
新
た
な
方
向

性
と
し
て
位
置
づ
け
た
こ
と
か
ら
、

「
苔
フ
ァ
ン
の
裾
野
を
広
げ
よ
う
」と

し
て
開
催
期
間
、
苔
ア
ー
ト
作
製
教

室
参
加
定
員
と
も
昨
年
の
約
三
倍
に

拡
大
し
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
栗
原
市
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ね
じ
り
ほ
ん

に
ょ
」を
苔
で
作
製
し
た
苔
オ
ブ

ジ
ェ
「
苔
り
ほ
ん
に
ょ
」の
展
示
や
、

昨
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た「
杜
の
コ

ケ
リ
ウ
ム
コ
ン
テ
ス
ト
」の
入
賞
作

品
の
写
真
展
示
、
一
般
公
募
作
品
を

含
め
約
九
十
点
を
集
め
た「
苔
テ
ラ

リ
ウ
ム
」作
品
の
展
示
の
ほ
か
、
地

元
の
写
真
ク
ラ
ブ
の
協
力
に
よ
る

「
苔
だ
け
の
写
真
展
」を
開
催
し
ま
し

た
。
ま
た
、
苔
玉
と
苔
テ
ラ
リ
ウ
ム

の「
苔
ア
ー
ト
作
製
教
室
」を
二
十

コ
ー
ス
設
け
る
な
ど
、「
苔
の
聖
地

化
」に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
な
お
、「
く
り
は
ら
の
苔
」の
Ｐ
Ｒ

と
し
て
、
本
年
六
月
に
富
士
山
麓
で

開
催
さ
れ
る「
苔
祭
り
in
樹
海
」へ
の

出
展
も
予
定
し
て
お
り
、
苔
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
足
が
か
り
と
し
て「
産

地
化
」と「
聖
地
化
」を
同
時
に
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

苔を使い作製した苔オブジェ苔を使い作製した苔オブジェ
「苔りほんにょ」「苔りほんにょ」

　
県
で
は
、
平
成
十
七
年
に
プ
ロ

野
球
球
団「
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン

イ
ー
グ
ル
ス
」が
本
県
に
誕
生
し
た

こ
と
を
契
機
に
、
同
球
団
の
活
躍
及

び
地
域
に
密
着
し
た
野
球
文
化
と

み
ど
り
を
育
む
文
化
の
末
永
い
隆

盛
を
願
い
、「
み
や
ぎ
バ
ッ
ト
の
森

植
樹
祭
」を
毎
年
県
内
各
地
で
開
催

し
、
地
域
の
方
々
と
の
協
働
に
よ

り
、
バ
ッ
ト
の
原
木
と
な
る
ア
オ
ダ

モ
を
主
と
し
た
広
葉
樹
の
森
づ
く
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
十
七
回
目
と
な
る
当

植
樹
祭
を
十
二
月
十
六
日（
土
）に
岩

沼
市
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
岩
沼
内
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
雨
上

が
り
の
あ
い
に
く
の
天
候
と
は
な
り

ま
し
た
が
、
式
典
に
続
い
て
植
樹
祭

に
お
い
て
は
、
代
表
者
に
よ
る
記
念

植
樹
の
終
了
後
に
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
な
ど
約
百
人
が
参
加
し
た
植

樹
活
動
が
行
わ
れ
、
用
意
し
た
百
本

の
ア
オ
ダ
モ
の
苗
木
が
一
本
一
本
丁

寧
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
植
樹
祭
終
了
後
に
は
、
岩
沼
市
総

合
体
育
館
を
会
場
と
し
て
楽
天
野
球

団
の
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
ー
チ
二
名
に
よ

る
野
球
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
チ
よ
り
基
本
か
ら
分
か
り
や
す

く
丁
寧
な
指
導
を
受
け
た
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
は
、
憧
れ
の

プ
ロ
野
球
の
コ
ー
チ
を
前
に
し
て
、

少
し
緊
張
し
な
が
ら
も
最
後
ま
で
熱

心
に
練
習
に
励
み
ま
し
た
。

（
自
然
保
護
課
）

く
り
は
ら

く
り
は
ら
ｄｅｄｅ
苔
ア
ー
ト
展

苔
ア
ー
ト
展

２
０
２
４

２
０
２
４
のの
開
催
開
催

　（
北
部
地
方
振
興
事
務
所
　
　

栗
原
地
域
事
務
所
）

「
み
や
ぎ
バ
ッ
ト
の
森
植
樹
祭
」

「
み
や
ぎ
バ
ッ
ト
の
森
植
樹
祭
」

を
開
催
し
ま
し
た

を
開
催
し
ま
し
た

植樹活動の状況植樹活動の状況 集合写真集合写真

苔テラリウム苔テラリウム
自然の風景をテラリウムの中の自然の風景をテラリウムの中の
ガラス空間に凝縮した作品が多ガラス空間に凝縮した作品が多
く出展されましたく出展されました
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みやぎの林業だより

　
本
協
議
会
は
、
林
業
試
験
研
究
に

携
わ
る
者
の
連
携
を
密
に
し
、
会
員

相
互
の
親
睦
と
そ
の
資
質
向
上
を

図
り
、
林
業
技
術
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
四
十
二
年

四
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
は

各
都
道
府
県
林
業
関
係
試
験
研
究

機
関（
以
下「
公
設
試
」と
い
う
。）の

五
十
一
機
関
と
学
識
経
験
者
の
三

機
関（
林
野
庁
森
林
整
備
部
研
究
指

導
課
、
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研

究
・
整
備
機
構
森
林
総
合
研
究
所
、

同
研
究
所
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
）の

五
十
四
機
関
で
、
公
設
試
か
ら
の
年

会
費（
二
万
八
千
円
）と
林
業
関
係
団

体
か
ら
の
協
賛
金
で
運
営
さ
れ
、
会

長
県
が
事
務
局
を
担
っ
て
い
ま
す
。

会
長
県
は
二
年
間
の
持
ち
回
り
で
、

全
国
八
ブ
ロ
ッ
ク
と
ブ
ロ
ッ
ク
内
の

輪
番
制
と
な
っ
て
お
り
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
は
九
十
六
年
周
期
で
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
本
県
は
令
和
五
、六
年
度
に
会
長

県
を
担
当
し
て
お
り
、
本
協
議
会
の

最
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
森
林
・
林
業

技
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
令
和
六
年
一

月
十
八
日
に
東
京
大
学
弥
生
講
堂
一

条
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
公
設
試
の

研
究
員
に
よ
る
研
究
発
表
五
課
題
の

ほ
か
、
永
年
に
わ
た
り
試
験
・
研
究

業
務
及
び
支
援
に
携
わ
り
、
森
林
・

林
業
及
び
木
材
産
業
に
関
す
る
多
く

の
功
績
や
技
術
の
向
上
・
進
展
、
研

究
成
果
の
普
及
な
ど
に
多
大
な
貢
献

が
あ
っ
た
研
究
員
及
び
研
究
補
助
員

に
贈
ら
れ
る「
研
究
功
績
賞
」及
び

「
研
究
支
援
功
労
賞
」の
授
賞
式
、
森

林
総
合
研
究
所
宇
都
木
玄（
は
じ
め
）

研
究
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
よ
る
特
別
講

演「
弱
点
は
ど
こ
だ
―
林
業
全
体
を

見
ま
わ
し
て
、
循
環
的
な
木
材
生
産

を
目
指
す
―
」を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
令
和
元
年
度
以
来
四
年
ぶ

り
と
な
る
会
場
開
催
と
ウ
ェ
ブ
に
よ

る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
を
採
用
し
ま

し
た
。
会
場
と
ウ
ェ
ブ
参
加
合
わ
せ

て
四
百
十
八
名
と
な
り
、
本
県
か
ら

も
多
く
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
不
慣
れ
な
業
務
で
し
た
が
、
試

験
研
究
部
、
普
及
・
研
修
部
、
副
会

長
県
の
応
援
を
得
な
が
ら
無
事
盛
会

裡
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
協
議
会
は
多
く
の
会
員
を
有
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
に
当
た
っ
て
は
、
三
回
の
役

員
会
を
開
い
て
役
員
の
意
思
統
一
や

会
員
へ
の
周
知
を
図
り
ま
し
た
。

　
第
一
回
の
役
員
会
は
令
和
五
年
六

月
三
十
日
に
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー

（
東
京
都
）で
開
催
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催
日
・
場
所
・
方
法
、
研
究

発
表
の
推
薦
方
法
、
研
究
功
績
賞
及

び
研
究
支
援
功
労
賞
対
象
者
の
推
薦

や
審
査
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
確

認
し
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
そ

の
前
日
に
行
う
通
常
総
会
を
会
場
と

ウ
ェ
ブ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
と
す

る
計
画
と
し
た
こ
と
か
ら
、
役
員
会

で
も
試
験
的
に
自
前
で
ウ
ェ
ブ
配
信

を
行
い
ま
し
た
が
、
想
像
以
上
に
接

続
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら

本
番
は
専
門
業
者
に
委
託
し
ま
し
た
。

　
会
場
、
役
員
、
会
議
全
て
が
初

め
て
の
業
務
は
、
相
当
な
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
る
も
の
で
し
た
。
会

員
名
簿
の
更
新
や
以
前
の
状
況
を
理

解
す
る
な
ど
、
第
一
回
役
員
会
ま
で

は
半
信
半
疑
の
状

態
で
、
そ
の
後
は

覚
悟
を
持
っ
て
周

到
に
準
備
を
進
め

ま
し
た
。

　
第
二
、三
回
の

役
員
会
は
メ
ー
ル

で
行
い
、
第
二
回

（
九
月
）で
は
テ
ー

マ『
新
し
い
林
業

を
実
現
す
る
た
め
の
森
林
づ
く
り
』

及
び
テ
ー
マ
に
則
し
た
研
究
発
表
等

の
推
薦
や
特
別
講
演
の
依
頼
を
決
定

し
ま
し
た
。

　
五
十
七
回
目
と
、
と
て
つ
も
な
い

歴
史
を
刻
み
、
数
多
く
の
研
究
発
表

及
び
意
見
交
換
な
ど
の
場
と
な
り
林

業
技
術
の
共
有
、
向
上
等
に
貢
献
し

て
き
た
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
役
割

は
と
て
も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
会
長
県
が
担
う
労
務
量
は
多

大
な
も
の
が
あ
り
、
重
責
を
担
う

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
林
業
研
究

者
の
熱
量
に
触
れ
、
生
産
サ
イ
ク

ル
が
長
い
林
業
の
試
験
研
究
や
技

術
開
発
に
は
多
く
の
関
係
者
の
繋

が
り
が
特
に
大
切
で
あ
る
こ
と
を

痛
感
し
、
本
協
議
会
及
び
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
維
持
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

（
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
）

全
国
林
業
試
験
研
究
機
関
協
議
会

全
国
林
業
試
験
研
究
機
関
協
議
会

『
第
五
十
七
回
森
林
・
林
業
技
術

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』の
開
催
報
告
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副会長 関　東 茨城県林業技術センター センター長
中　国 山口県農林総合技術センター 林業技術研究室長 代理

委　員

学　識
経験者

林野庁森林整備部研究指導課 首席研究企画官
国立研究開発法人森林研究・整備機構
森林総合研究所 研究管理科長
国立研究開発法人森林研究・整備機構
森林総合研究所　林木育種センター 育種企画課長
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林業試験場長
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福島県林業研究センター 所　長

関　東 群馬県林業試験場 場　長

中　部 長野県林業総合センター 所　長 Web
愛知県森林・林業技術センター 所　長

関西Ⅰ 福井県総合グリーンセンター 所　長
関西Ⅱ 兵庫県立農林水産技術総合センター

森林林業技術センター 所　長
四　国 愛媛県農林水産研究所林業研究センター センター長

九　州 大分県農林水産研究指導センター林業研究部 部　長 Web
宮崎県木材利用技術センター 所　長

監　事 四　国 香川県森林センター 所　長
九　州 福岡県農林業総合試験場資源活用研究センター センター長

事務局 宮城県林業技術総合センター 企画管理部長外



みやぎの林業だより

　
今
回
ご
紹
介
す
る
方
は
、
津
山
町

森
林
組
合
森
林
整
備
課
業
務
係
の
大

宮
麻
衣
さ
ん
で
す
。
大
宮
さ
ん
は
、
林

業
と
は
無
縁
の
仕
事
か
ら
、
令
和
二

年
に
現
在
の
職
場
へ
転
職
さ
れ
ま
し

た
。
年
少
か
ら
小
学
校
三
年
生
ま
で

の
三
人
の
子
ど
も
を
育
て
な
が
ら
、

事
務
仕
事
や
現
場
調
査
な
ど
幅
広
い

仕
事
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

１　

現
在
の
業
務

　
　
補
助
金
申
請
の
ほ
か
、
施
業
図

や
森
林
経
営
計
画
の
作
成
、
現

地
調
査
な
ど
、
様
々
な
業
務
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。「
み
や
ぎ
森
林
・

林
業
未
来
創
造
カ
レ
ッ
ジ
」の
ス

マ
ー
ト
林
業
研
修
や
森
林
経
営

管
理
技
術
者
研
修
を
受
講
し
、
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
現
地
調
査
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　

　
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
最
初
は
知
ら

な
い
人
ば
か
り
で
し
た
が
、
年
齢

が
近
い
人
も
多
く
、
だ
ん
だ
ん
と

知
り
合
い
も
増
え
ま
し
た
。
知
識

だ
け
で
な
く
、
他
で
も
頑
張
っ
て

い
る
人
が
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
が
良
か
っ
た
で
す
。

２　

現
在
の
職
場
勤
務
の
き
っ
か
け

　
　
実
家
の
近
く
に
登
米
町
森
林

組
合
が
あ
り
、
森
林
組
合
は
身
近

な
存
在
で
し
た
。
求
人
を
見
つ
け

て
、
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。

３　

実
際
に
働
い
て
み
て

　
　
事
務
仕
事
に
現
場
に
と
、
業
務

量
は
あ
り
ま
す
が
、
身
体
を
動
か

す
の
も
好
き
で
す
し
、
毎
日
達
成

感
が
あ
り
、
楽
し
い
で
す
。

　
　
現
場
調
査
で
の
急
な
斜
面
や
藪

漕
ぎ
は
大
変
で
す
が
、
や
り
き
っ

た
後
は
気
分
が
ス
ッ
と
し
ま
す
。

４　

子
育
て
と
の
両
立
に
つ
い
て

　
子
ど
も
は
ま
だ
小
さ
く
、
風
邪
な

ど
で
急
な
休
み
を
も
ら
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
職
場
の
方
々
は
嫌

な
顔
一
つ
せ
ず
休
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。
土
日
や
祝
日
も
休
み
の
た
め
、

と
て
も
働
き
や
す
い
で
す
。

５　

今
後
の
抱
負

　
　
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
資
格

を
取
る
こ
と
が
今
の
目
標
で
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
経
験

を
積
ん
で
、
い
ず
れ
は
作
業
員
の

方
々
へ
の
現
場
指
導
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
十
年
先
も
、
楽
し
く
元
気
に
働

い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！

６　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト（
趣
味
な
ど
）

　
　
休
み
の
日
は
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
や

レ
ゲ
エ
な
ど
の
音
楽
を
聴
き
な
が

ら
、
子
ど
も
と
ド
ラ
イ
ブ
を
し
て

い
ま
す
。

　
　
た
だ
、
乱
暴
な
歌
詞
を
子
ど
も

が
口
ず
さ
む
の
が
少
し
心
配
で
す
。

７　

こ
れ
か
ら
の
林
業
に
つ
い
て

　
　
も
っ
と
オ
ー
プ
ン
で
、
気
軽
に
入

り
込
み
や
す
い
業
界
に
な
っ
た
ら

良
い
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
取
材
に
当
た
っ
て
、
同
組

合
の
森
林
整
備
課
長
で
あ
り
、
大
宮

さ
ん
の
指
導
者
で
も
あ
る
佐
々
木
寿

光
さ
ん
に
も
同
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

取
材
に
応
じ
る
大
宮
さ
ん
を
笑
顔
で

見
守
る
佐
々
木
さ
ん
、「
採
用
す
る
に

当
た
り
、
女
性
で
あ
る
こ
と
、
小
さ
い

お
子
さ
ん
が
い
る
こ
と
は
マ
イ
ナ
ス

で
は
な
か
っ
た
で
す
か
？
」と
伺
う

と
、「
子
ど
も
は
い
つ
ま
で
も
小
さ
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
し
ば

ら
く
は
急
な
休
み
が
あ
る
こ
と
を
理

解
し
た
上
で
採
用
し
て
い
ま
す
。
一

人
前
に
な
る
ま
で
に
十
年
か
か
る
仕

事
で
す
。
目
先
の
こ
と
で
は
な
く
、
良

い
人
材
を
で
き
る
だ
け
早
く
採
用
し
、

育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。」と
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
同
組
合
で
は
、
個
人
と
協

定
を
結
ぶ
な
ど
し
て
森
林
経
営
計
画

を
一
つ
に
ま
と
め
、
津
山
町
の
ほ
と

ん
ど
の
森
林
の
経
営
計
画
を
立
て
て

お
り
、
大
宮
さ
ん
も
そ
の
作
業
に
当

た
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

組
合
の
未
来
を
見
据
え
、
人
材
育

成
や
資
源
・
事
業
量
の
確
保
に
取
り

組
む
佐
々
木
さ
ん
と
、
そ
の
姿
を
目

標
と
す
る
大
宮
さ
ん
、
二
人
の
笑
顔

が
印
象
的
で
し
た
。

（
林
業
振
興
課
）

取
材
後
記
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大
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衣さん

津山町森林組合のみなさん



みやぎの林業だより

　
「
森
林
経
営
管
理
技
術
者
養
成
研
修
」

を
、
令
和
四
年
か
ら
二
か
年
か
け
て
修
了

し
ま
し
た
。
異
業
種
か
ら
転
職
し
て
、
必

要
な
知
識
も
経
験
も
不
足
し
た
ま
ま
日
々

の
業
務
に
あ
た
る
こ
と
に
焦
り
を
覚
え
て

い
た
の
で
、
こ
の
研
修
へ
参
加
で
き
た
こ

と
は
幸
運
で
あ
り
ま
し
た
。

　
印
象
深
い
点
を
三
つ
挙
げ
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
林
業
・
木
材
産
業
を
川
上

か
ら
川
下
ま
で
全
て
見
学
で
き
た
こ
と
で

す
。
苗
木
栽
培
の
現
場
に
始
ま
り
、
植
栽

地
、
素
材
生
産
現
場
、
木
材
市
場
に
最
後

は
合
板
工
場
や
製
材
所
ま
で
、
自
分
の
業

務
が
こ
の
流
れ
の
ど
こ
を
担
っ
て
い
る
の

か
肌
で
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
講
師
の
先
生
方
が
大
変
豪

華
で
あ
る
こ
と
で
す
。
補
助
金
等
の
制
度

や
法
令
関
係
に
つ
い
て
は
、
実
務
に
携
わ

る
県
職
員
の
方
々
か
ら
直
接
ご
指
導
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
特
別
講
義

で
は
、
全
国
か
ら
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
々
が
招
か
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
立
場

も
様
々
で
、
伝
統
あ
る
大
林
家
、
新
進
気

鋭
の
若
手
経
営
者
、
専
門
の
異
な
る
大
学

教
授
の
方
々
等
、
最
前
線
の
熱
量
と
情
報

に
触
れ
、
自
分
の
視
野
が
大
き
く
広
が
っ

た
と
感
じ
ま
す
。

　
三
つ
目
は
、
同
期
の
受
講
生
と
の
交
流

で
す
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
多
く
、
事
業

体
の
垣
根
を
超
え
て
交
友
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
研
修
を
振
り
返
っ
て
改
め
て
思
う
の

は
、
森
林
経
営
に
必
要
な
知
見
は
本
当

に
多
岐
に
わ
た
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
法

令
や
制
度
、
生
態
系
と
し
て
の
森
林
へ
の

理
解
、
現
場
の
安
全
管
理
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の

最
新
技
術
へ
の
順
応
等
、
求
め
ら
れ
る
能

力
の
多
さ
に
目
が
回
り
そ
う
に
な
り
ま
す

が
、
同
時
に
一
人
で
は
決
し
て
で
き
な
い

仕
事
だ
と
も
実
感
し
ま
す
。
こ
の
研
修
を

受
け
る
と
担
当
業
務
以
外
へ
の
理
解
も
深

ま
る
の
で
、
現
場
技
能
者
も
事
務
職
の
方

も
、
経
験
年
数
の
少
な
い
林
業
関
係
者
の

方
に
は
特
に
受
講
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
宮
城
の
林
業
に
携
わ
る
人
間
と
し
て
、

カ
レ
ッ
ジ
で
の
学
び
を
生
か
し
、
今
後
も

広
く
深
く
能
力
を
磨
き
続
け
、
所
属
組
織

は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
林
業
事
業
体
や
異
業

種
の
方
々
と
も
協
力
し
て
、
三
方
よ
し
の

森
林
経
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
大
崎
市
岩
出
山
で
製
材
、
木
材
販
売
を

営
む
有
限
会
社
宍
戸
材
木
店
に
て
、
昨
年

よ
り
代
表
と
し
て
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

先
代
の
頃
は
造
作
材
の
受
注
製
材
を
主
に

行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
私
が
入
社
し
た

平
成
に
入
っ
た
あ
た
り
か
ら
住
宅
様
式
や

商
流
の
変
化
が
年
々
激
し
く
な
り
、
常
に

新
た
に
出
来
る
こ
と
を
模
索
し
な
が
ら
事

業
を
継
承
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
で
県
の
方
か
ら
カ
レ
ッ
ジ
開

講
の
話
を
聞
き
、
令
和
三
年
度
の
先
行
講

座
「
広
葉
樹
ビ
ジ
ネ
ス
講
座
」
を
受
講
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
受
講
し
た
理
由
と

し
て
、
今
ま
で
広
葉
樹
は
住
宅
の
床
の
間

や
座
卓
用
の
一
枚
板
の
ご
く
限
ら
れ
た
用

途
で
し
か
扱
っ
た
こ
と
が
無
く
、
知
識
が

乏
し
い
中
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
生
態
か

ら
製
材
工
場
の
視
察
、
家
具
工
房
で
の
木

工
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、他
県
へ
の
視
察
研
修

等
の
幅
広
い
内
容
で
、
広
葉
樹
を
知
る
機

会
に
な
る
と
考
え
、受
講
に
至
り
ま
し
た
。

　
受
講
し
た
感
想
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
た
二
年
間
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
れ
は
講
座
が
多
岐
に
わ
た
る
内
容

で
常
に
新
鮮
だ
っ
た
こ
と
と
、
順
を
追
う

ご
と
に
内
容
が
高
度
に
な
り
、
段
階
的
に

知
識
が
つ
い
て
い
く
実
感
を
得
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
次
に
受
講
し
て
い
る
方
々

が
そ
れ
ぞ
れ
真
剣
に
講
座
に
向
き
合
っ
て

い
る
姿
に
刺
激
を
も
ら
っ
た
こ
と
で
す
。

今
ま
で
仕
事
で
会
っ
た
こ
と
が
な
い
職
業

や
経
歴
の
方
々
か
ら
毎
回
新
し
い
気
づ
き

を
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
幸
運
な
こ
と
に
受
講
の
甲
斐
も
あ
り
、

事
業
の
方
で
も
年
々
広
葉
樹
を
利
用
す
る

頻
度
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
令
和

五
年
度
か
ら
「
広
葉
樹
ビ
ジ
ネ
ス
実
践
講

座
」
に
参
加
し
、講
座
の
中
で
新
た
な
事
業

の
活
路
を
検
討
し
、実
践
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。今
後
は
事
業
を
安
定
で
き
る
よ
う
、

新
た
な
課
題
へ
挑
戦
し
、
時
に
は
講
座
で

出
会
っ
た
方
々
の
力
を
借
り
な
が
ら
「
三

方
よ
し
」
更
に
は
「
四
方
よ
し
」
を
目
指
し

て
日
々
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

カ
レ
ッ
ジ
受
講
生
の
声

特  集

み
や
ぎ
森
林
・
林
業

み
や
ぎ
森
林
・
林
業

　
　
　
　      

未
来
創
造
カ
レ
ッ
ジ
だ
よ
り

未
来
創
造
カ
レ
ッ
ジ
だ
よ
り

足
あ

立
だち

　快
かい

さん
（宮城中央森林組合）

令和三年入組。業務部森林事業課に
て主に素材生産業務に従事。

宍
しし

戸
ど

　紀
のりゆき

之さん
（有限会社宍戸材木店）

令和五年九月から代表取締役として
製材業を継承。
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みやぎの林業だより

　
当
カ
レ
ッ
ジ
は
、
宮
城
の
森
林
・
林
業

の
未
来
を
共
に
創
り
上
げ
る
人
材
育
成
の

交
流
拠
点
と
し
て
林
業
技
術
総
合
セ
ン

タ
ー
に
本
拠
を
置
き
、
開
校
三
年
目
を
迎

え
ま
す
。
令
和
六
年
度
の
研
修
を
御
紹
介

し
ま
す
。

　

特　

色

　
み
や
ぎ
森
林
・
林
業
未
来
創
造
機
構

が
運
営
母
体
と
な
っ
て
各
研
修
実
施
機
関

が
連
携
し
、
機
構
会
員
の
協
力
の
下
に
森

林
・
林
業
の
基
礎
か
ら
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

ま
で
を
体
系
的
に
研
修
で
き
る
場
を
提

供
し
ま
す
。

　
林
業
志
望
の
若
者
、
現
場
技
能
の
向
上

や
森
林
管
理
・
事
業
経
営
の
高
度
化
、
森

林
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
指
す
方
々
な
ど
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
こ
と
を
基
本
に
置
き
、
県
内

外
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
講
義
を
は

じ
め
、
実
習
や
課
題
研
究
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
実
践
重
視
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

　
研
修
は
以
下
の
四
コ
ー
ス
か
ら
構
成

し
、
自
分
の
レ
ベ
ル
や
目
的
に
応
じ
て
研

修
を
選
択
し
受
講
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　

研
修
体
系

 

Ａ　

林
業
ト
ラ
イ
コ
ー
ス

　
林
業
へ
の
就
業
を
考
え
て
い
る
方
向
け

の
コ
ー
ス
で
、
就
業
者
の
体
験
談
を
聞
く

ガ
イ
ダ
ン
ス
や
林
業
の
基
礎
を
学
ぶ
就
業

支
援
講
習
等
を
行
い
、
合
同
会
社
説
明
会

で
事
業
体
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
を
提

供
し
ま
す
。

 

Ｂ　

テ
ク
ノ
ワ
ー
カ
ー（
林
業
技
能
者
）

　
　

 

コ
ー
ス

　
林
業
技
能
者
の
コ
ー
ス
で
、
就
業
し
て

間
も
な
い
方
を
一
通
り
作
業
が
で
き
る
技

能
者
に
養
成
す

る
ク
ラ
ス
か
ら
、

リ
ー
ダ
ー
養
成
、

指
導
者
の
ク
ラ
ス

と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
な
が
ら
、
安

全
と
作
業
の
効
率

化
に
主
眼
を
置
い

て
知
識
や
技
術
の

習
得
、
資
格
取
得
を
進
め
ま
す
。

 

Ｃ　

森
林
管
理
・
事
業
経
営
コ
ー
ス

　
森
林
管
理
や
事
業
体
運
営
を
担
う
方

の
コ
ー
ス
で
、
入
門
か
ら
事
業
管
理
者
、

経
営
者
ク
ラ
ス
と
三
段
階
の
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
ス
キ
ル
の
習
得
を
進
め
ま
す
。
若

手
森
林
経
営
管
理
技
術
者
の
養
成
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
新
し
い
林
業
に
対
応

で
き
る
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

 

Ｄ　

森
林
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

　
広
葉
樹
と
育
林
を
テ
ー
マ
に
ビ
ジ
ネ
ス

展
開
を
研
修
し
ま
す
。
既
存
事
業
の
拡
大

や
起
業
を
目
指
す
事
業
者
や
新
た
な
視

点
で
山
の
価
値
を
見
出
し
た
い
異
業
種
の

方
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。

　

研
修
の
受
講
方
法

　
令
和
六
年
度
に
実
施
す
る
各
研
修
の

受
講
生
を
次
の
よ
う
な
流
れ
で
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
各
研
修
の
内
容
や
申
込
手
続
等
に
つ
い

て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
み
や
ぎ
森
林
・
林

業
未
来
創
造
カ
レ
ッ
ジ
で
検
索
）に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
自
分
の
目
的
や
、
仕
事
の

都
合
に
合
わ
せ
、
御
希
望
の
研
修
を
選
択

し
て
受
講
で
き
ま
す
の
で
、活
用
に
向
け
、

ぜ
ひ
御
検
討
く
だ
さ
い
。

①
研
修
計
画
の
発
表（
二
月
中
旬
）

　
令
和
六
年
度
に
予
定
し
て
い
る
全
て

の
研
修
を
一
覧
で
き
る
形
で
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
林
業
事
業
体
等

の
関
係
者
に
は
直
接
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。

②
受
講
申
込
予
備
登
録（
三
月
下
旬
）

　
各
研
修
の
受
講
希
望
者
を
把
握
し
円

滑
に
研
修
を
進
め
て
い
く
た
め
、
予
備
登

録
申
請
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す（
①
の

発
表
の
際
に
案
内
）。

　
な
お
、
定
員
を
上
回
る
申
請
が
あ
っ
た

場
合
は
、
申
請
者
に
連
絡
の
上
、
登
録
順

位
や
必
要
度
合
い
等
を
考
慮
し
調
整
し
ま

す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
本
人
の
学
び

た
い
内
容
を
確
認
し
研
修
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
図
り
ま
す
。
事
前
の
相
談
に
も
応
じ
て

い
ま
す
。

※
一
般
を
対
象
に
し
た
研
修
や
「
緑
の
雇

用
研
修
」
、「
林
業
教
室
」
は
対
象
外
。

各
実
施
者
か
ら
手
続
き
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

③
各
研
修
の
受
講
申
込
・
受
講
決
定

　
各
研
修
の
実
施
者
か
ら
予
備
登
録
者

に
日
程
等
の
詳
細
と
研
修
受
講
申
込
に

つ
い
て
連
絡
し
ま
す
。
カ
レ
ッ
ジ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
受
講
申
込
み
い
た
だ

き
、
受
講
を
決
定
し
ま
す
。
な
お
、
予
備

登
録
終
了
後
も
申
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
事
務
局
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

募
集
状
況
を
確
認
願
い
ま
す
。

④
令
和
六
年
度
入
講
式
・
記
念
講
演

　
普
段
の
仕
事
や
今
後
の
受
講
に
役
立
て

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
受
講
生
の
交
流

を
図
る
た
め
、
受
講
決
定
者
や
予
備
登
録

者
が
一
堂
に
会
す
る
入
講
式
と
記
念
講
演

を
開
催
し
ま
す（
五
月
中
旬
予
定
）。

　

問
合
せ
先

み
や
ぎ
森
林
・
林
業
未
来
創
造
機
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局

宮
城
県
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

電
　
話 

〇
二
二
―
三
四
五
―
二
八
八
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
二
二
―
三
四
五
―
五
三
七
七

メ
ー
ル  m

orim
irai@

pref.m
iyagi.lg.jp

　
　
　 https//:m

iyagi-m
orim

irai.jp

（
み
や
ぎ
森
林
・
林
業
未
来
創
造
機
構

事
務
局
・
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
）

令
和
六
年
度
の
研
修
内
容
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みやぎの林業だより

県
民
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
木
に
触
れ
る

良
さ
を
感
じ
ま
し
た
」、「
こ
れ
か
ら

は
、
宮
城
県
産
材
の
木
工
製
品
を
購

入
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」な
ど
の

声
が
聞
か
れ
た
ほ
か
、
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も
、
全
員
の
方
が「
木

育
」の
推
進
に
つ
い
て「
良
い
」と
い

う
回
答
で
し
た
。

　
県
内
の
森
林
資
源
は
、
戦
後
に
造

成
さ
れ
た
人
工
林
資
源
が
豊
富
に
あ

り
、
今
後
、
本
格
的
な
利
用
期
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
地
球
温
暖
化
の
原

因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
を
固
定
し
た

森
林
資
源
を
木
材
と
し
て
適
切
に
利

用
す
る
と
と
も
に
、
伐
採
し
た
跡
地

に
は
再
造
林
を
行
い
、
次
の
世
代
を

担
う
森
林
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
今
後
も
、
県
産
木
材
や

木
製
品
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ
、
森

林
の
持
っ
て
い
る
様
々
な
機
能
や
林

業
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

（
林
業
振
興
課
）

　
森
林
は
、
木
材
な
ど
の
生
産
に
加

え
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
に
よ
る
地

球
温
暖
化
の
防
止
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
公
益
的
機
能
を
有
し
て
お
り
、
豊

か
な
森
林
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

森
林
を
適
切
に
整
備
し
、
管
理
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
し
か
し
、
近
年
、
林
業
の
採
算
性

の
低
下
や
担
い
手
不
足
、
所
有
者
が

不
明
な
森
林
の
顕
在
化
な
ど
に
よ

り
、
適
切
な
整
備
や
管
理
が
行
わ
れ

て
い
な
い
森
林
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
森
林
整
備
な
ど
に
必

要
な
新
た
な
財
源
と
し
て
、「
森
林

環
境
譲
与
税
」が
令
和
元
年
度
に
創

設
さ
れ
、
所
有
者
自
ら
が
森
林
を
管

理
で
き
な
い
場
合
に
、
市
町
村
が
森

林
の
経
営
管
理
の
委
託
を
受
け
る

「
森
林
経
営
管
理
制
度
」が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
経
営
に

適
し
た
森
林
に
つ
い
て
は
林
業
経
営

者
に
再
委
託
し
、
自
然
的
条
件
な
ど

が
厳
し
く
、
林
業
経
営
に
適
さ
な
い

森
林
に
つ
い
て
は
市
町
村
が
管
理
す

る
こ
と
で
、
健
全
な
森
林
の
維
持
に

つ
な
げ
る
も
の
で
す
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
市

町
村
で
は
、
市
町
村
森
林
経
営
管
理

事
業
に
よ
る
森
林
の
整
備
の
ほ
か
、

木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
な
ど

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
で
は
、
森
林
経
管
理
制

度
を
担
う
市
町
村
の
た
め
の
相
談
窓

口
と
し
て
、
宮
城
県
市
町
村
森
林
経

営
管
理
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
技
術
的
な
助
言
や
研
修
会
を
行

う
ほ
か
、
支
援
の
必
要
な
市
町
村
へ

は
、
職
員
が
出
向
き
伴
走
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
み
や

ぎ
森
林
・
林
業
未
来
創
造
カ
レ
ッ
ジ

や
関
係
団
体
と
連
携
し
、
森
林
整
備

を
支
え
る
人
材
の
育
成
に
も
取
り
組

み
、
制
度
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

企
業
と
連
携
し
た

企
業
と
連
携
し
た

　
　
　
　    

「
木
育
」の
推
進

「
木
育
」の
推
進

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
森
林

経
営
管
理
制
度
の
取
組
状
況
に
つ
い
て

　
県
で
は
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
利
府

北
館
と
連
携
し
、
令
和
五
年
七
月
か

ら
令
和
六
年
二
月
ま
で
、
計
六
回
の

「
木
育
」イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
木
材
を
有
効
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、「
伐
る
→
使
う
→
植
え
る
→
育

て
る
」と
い
う
森
林
の
サ
イ
ク
ル
が

う
ま
く
循
環
し
、
林
業
の
仕
事
も
元

気
に
な
り
、
森
林
の
持
っ
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
機
能
も
十
分
に
発
揮
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
伝
え
る
た
め
、

関
係
団
体
と
協
力
し
、「
木
育
」イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
、
延
べ
三
百
人
以
上
の

（
林
業
振
興
課
）

「木育」ワークショップの様子

良い
19％

大変良い
81％

「木育」を推進するこ
とについて、どのよう
に思われますか？

県産材を活用した県産材を活用した
赤ちゃんの誕生記念品赤ちゃんの誕生記念品林業技能者の養成林業技能者の養成

伐採作業により伐採作業により
適正に整備された森林適正に整備された森林

市町村担当職員向け研修市町村担当職員向け研修
（森林現地調査の様子）（森林現地調査の様子）
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みやぎの林業だより

「
令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
」

に
よ
る
丸
森
町
内
に
お
け
る
林
道

施
設
災
害
復
旧
状
況
に
つ
い
て

　
三
陸
自
動
車
道
を
鳴
瀬
奥
松
島
イ

ン
タ
ー
で
降
り
、
鳴
瀬
川
を
渡
っ
て

国
道
四
五
号
を
石
巻
方
面
に
進
む
と

ま
も
な
く
、
左
手
に
丘
陵
地
が
見
え

て
き
ま
す
。
こ
の
丘
陵
地
の
東
側
、

東
松
島
市
上
沢
目
地
区
に
お
い
て
令

和
四
年
三
月
の
福
島
県
沖
地
震
に
よ

り
山
腹
崩
壊
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
地
震
の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

七･

三
で
、
東
松
島
市
で
は
震
度
六

弱
を
観
測
し
、
約
二
百
ト
ン
の
巨
石

を
含
む
土
砂
崩
壊
の
発
生
と
と
も

に
、
落
石
防
護
柵
や
法
枠
工
が
損
壊

し
、
周
辺
の
道
路
、
民
家
等
に
被
害

が
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
県
で
は
治
山
事
業
に
よ
り
災
害

復
旧
工
事
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　
上
沢
目
地
区
で
は
、
昭
和
五
十
三

年
宮
城
県
沖
地
震
、
平
成
十
五
年
宮

城
県
北
部
連
続
地
震
、
令
和
元
年
東

日
本
台
風
で
も
山
腹
崩
壊
が
発
生

し
、
法
枠
工
や
土
留
工
な
ど
で
復
旧

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
六

年
度
か
ら
の
五
カ
年
計
画
で
地
域
防

災
対
策
総
合
治
山
事
業
に
よ
り
複
数

の
荒
廃
山
腹
の
整
備
も
実
施
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
施
工
さ
れ
た
面
積

は
約
二
万
七
千
平
方
メ
ー
ト
ル
に
も

な
り
、
山
腹
の
半
分
近
く
が
法
枠
工

な
ど
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
　
　

　
今
回
の
復
旧
工
事
で
は
、
モ
ル

タ
ル
吹
付
工
に
よ
る
山
腹
の
復
旧

八
百
六
十
平
方
メ
ー
ト
ル
の
ほ
か
、法

枠
工
の
再
設
置
四
百
九
十
平
方
メ
ー

ト
ル
や
落
石
防
護
柵
再
設
置
三
十
六

メ
ー
ト
ル
を
行
い
ま
し
た
。
着
工
は

令
和
四
年
八
月
で
し
た
が
、
山
腹
全

体
が
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
施
工
上
の
制
約
も
あ
り
、

二
度
の
工
期
延
期
を
経
て
令
和
六
年

二
月
に
よ
う
や
く
完
成
し
ま
し
た
。

　
施
工
箇
所
は
、
山
地
災
害
危
険
地

区
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
異

常
気
象
や
大
き
な
地
震
の
発
生
の
際

に
は
被
害
調
査
を
迅
速
に
行
う
な
ど

安
全
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
東
部
地
方
振
興
事
務
所
）

令
和
四
年
三
月
福
島
県
沖
地
震
で

被
災
し
た
山
腹
が
復
旧
し
ま
し
た

　「
令
和
元
年
東
日
本
台
風
」は
、
県

内
各
地
に
多
大
な
被
害
を
与
え
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
特
に
被
害
が
甚
大

だ
っ
た
丸
森
町
内
に
お
け
る
林
道
施

設
災
害
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
よ

り
、
大
河
原
管
内
の
林
道
施
設
は
、

三
十
九
路
線
、
百
十
一
箇
所
に
及
ぶ

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

丸
森
町
内
で
は
、
三
十
路
線
九
十
八

箇
所
も
の
被
害
が
あ
っ
た
た
め
、
県

で
は
丸
森
町
を
支
援
し
な
が
ら
早
期

の
復
旧
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
林
道
は
多
面
的
機
能
を
有
す
る
森

林
の
適
正
な
整
備
、
効
率
的
な
林
業

経
営
を
図
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な

施
設
で
あ
り
、
か
つ
、
地
域
住
民
の

生
活
道
と
し
て
重
要
な
役
割
も
併
せ

て
担
っ
て
お
り
、
早
期
の
復
旧
が
地

元
か
ら
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
復
旧
工
事
に
当
た
っ
て
は
、
現
地

の
制
約
や
土
質
変
化
等
困
難
な
状
況

を
乗
り
越
え
な
が
ら
復
旧
工
事
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
四
年
度
末
ま
で
に
二
十
六
路

線
、
九
十
二
箇
所
に
つ
い
て
災
害
復

旧
工
事
が
完
了
し
、
残
り
四
路
線
、

五
箇
所（
一
箇
所
は
廃
止
）に
つ
い
て

も
早
期
完
了
に
向
け
て
着
実
に
工
事

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
な
暮

ら
し
を
守
る
た
め
、
生
活
基
盤
と
な

る
林
道
施
設
の
早
期
復
旧
に
つ
い
て

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。（

大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
）

法枠工の完成状況

林道「大谷地線」被災状況

林道「大谷地線」復旧状況林道「大谷地線」復旧状況

林道「枯木線」復旧状況林道「枯木線」復旧状況
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みやぎの林業だより

し
い
た
け
原
木
林
に
お
け
る
萌
芽

枝
等
の
放
射
性
物
質
濃
度
推
移
に

関
す
る
調
査
・
研
究
に
つ
い
て

　
県
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
福
島
原
発
の
放
射
性
物
質
拡
散

事
故
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
県
内
の
し
い
た
け
原
木
林
の
対

応
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
平
成

二
十
六
年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
内
容
は
、
放
射
性
物
質
の
被
害

を
受
け
た
コ
ナ
ラ
林
を
伐
採
し
た

後
に
、
切
り
株
か
ら
発
生
す
る「
萌

芽
枝
」が
ど
の
程
度
の
汚
染
状
況
で

あ
る
か
、
実
際
に
発
生
し
た
萌
芽
枝

を
採
取
し
、
放
射
性
物
質
濃
度
を
測

定
す
る
こ
と
で
、
そ
の
推
移
を
把
握

し
、
成
長
し
た
萌
芽
枝
が
将
来
的
に

し
い
た
け
原
木
と
し
て
利
用
可
能
か

ど
う
か
を
検
討
す
る
も
の
で
す
。

　
具
体
的
な
方
法
は
、
県
内
二
十
五

箇
所
に
設
定
し
た
調
査
地
に
お
い

て
、
樹
木
の
生
育
が
停
止
す
る
秋
・

冬
季
に
検
体
の
採
取
を
行
い
ま
す
。

対
象
と
し
て
い
る
の
は
萌
芽
枝
の
他

に
着
葉
や
周
辺
土
壌
な
ど
で
、
併
せ

て
空
間
線
量
率
の
測
定
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
伐
採
後
に

発
生
す
る
萌
芽
枝
の
放
射
性
物
質
濃

度
は
、
一
年
目
で
高
い
値
を
示
す
も

の
の
、
そ
の
後
減
少
し
、
三
年
目
頃

か
ら
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
く
傾
向

が
多
く
の
調
査
箇
所
で
見
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
様
々
な
場
面
で
汚
染
の
目

安
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
空
間
線

量
率
と
萌
芽
枝
の
放
射
性
物
質
濃
度

の
相
関
関
係
は
、
あ
ま
り
高
い
値
を

示
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
一
方
で
、
萌

芽
枝
と
そ
の
着
葉
に
は
非
常
に
高
い

相
関
関
係
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
葉
の
濃
度
を
測
定
す
る

こ
と
で
、
萌
芽
枝
の
濃
度
を
非
破
壊

的
に
推
定
で
き
る
こ
と
を
示
唆
し
て

お
り
、
現
在
、
そ
の
推
定
式
の
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
継
続
し
て
調
査
を
行
い
、

県
内
の
し
い
た
け
原
木
林
の
利
用
再

開
に
向
け
た
一
助
と
な
る
よ
う
、
研

究
・
分
析
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
蕪
栗
沼
は
、
大
崎
市
田
尻
の
平
野

部
に
広
が
る
低
地
性
湿
地
で
、
平
成

十
七
年
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に

登
録
さ
れ
、
国
の
天
然
記
念
物
で
県

鳥
で
も
あ
る
マ
ガ
ン
や
オ
オ
ヒ
シ
ク

イ
の
越
冬
地
と
し
て
、
伊
豆
沼
・
内

沼
と
と
も
に
全
国
的
に
有
名
な
野
鳥

観
察
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

の
近
傍
に
あ
る
大
崎
市
立
田
尻
小

学
校
で
は
、
環
境
教
育
の
一
環
と
し

て
、
蕪
栗
沼
の
生
き
物
観
察
や
、
季

節
毎
の
自
然
と
の
触
れ
合
い
な
ど
の

活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
県
で
は

令
和
四
年
度
か
ら
愛
鳥
モ
デ
ル
推
進

校
に
指
定
し
、
継
続
的
に
愛
鳥
教
室

を
開
催
し
な
が
ら
取
組
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　
昨
年
九
月
に
実
施
し
た
授
業
で

は
、
四
年
生
十
九
名
を
対
象
に
身
近

に
生
息
す
る
野
鳥
の
写
真
な
ど
を
使

用
し
た
講
話
や
、
鳴
き
声
ク
イ
ズ
な

ど
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
活
発
な
意

見
が
出
さ
れ
、
日
頃
の
野
鳥
へ
の
関

心
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
一
月
に
は
六
年
生

二
十
二
名
を
対
象
に「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

蕪
栗
ぬ
ま
っ
こ
く
ら
ぶ
」の
戸
島
氏

を
講
師
に
迎
え
、
蕪
栗
沼
地
域
の
野

鳥
の
特
徴
に
つ
い
て
講
話
を
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
、
子
供
た
ち
か
ら
は

「
蕪
栗
沼
へ
の
マ
ガ
ン
な
ど
の
飛
来

数
の
多
さ
に
驚
い
た
」、「
鳥
の
骨
格

や
体
の
つ
く
り
を
知
れ
て
良
か
っ

た
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
講
話
後
に
実
施
し
た
校
庭
で
の

野
鳥
観
察
で
は
、
ツ
グ
ミ
や
セ
グ
ロ

セ
キ
レ
イ
な
ど
、
多
く
の
野
鳥
が
確

認
さ
れ
、
改
め
て
自
分
た
ち
が
生
活

し
て
い
る
地
域
の
自
然
の
豊
か
さ
を

実
感
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
来
年
度
以
降
も
愛
鳥
教
室
な
ど
の

活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
子
供
た
ち

の
関
心
が
深
ま
る
よ
う
、
引
き
続
き

支
援
し
て
い
き
ま
す
。 

（
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
）

萌芽枝調査の様子萌芽枝調査の様子

蕪
栗
沼
地
域
に
お
け
る

愛
鳥
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

（
北
部
地
方
振
興
事
務
所
）

鳴き声クイズに鳴き声クイズに
耳を傾ける児童→耳を傾ける児童→

←野鳥観察の←野鳥観察の
　様子　様子
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みやぎの林業だより

春春
のの
山
火
事

山
火
事
にに

　
御
注
意
を
！

　
御
注
意
を
！

　
春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
、
一
年
の

う
ち
で
最
も
山
火
事
が
発
生
し
や
す

い
時
期
と
な
り
ま
す
。
平
成
二
十
九

年
か
ら
五
年
間
の
平
均
で
は
、
焼
損

面
積
、
発
生
件
数
と
も
三
月
か
ら
五

月
に
か
け
て
の
三
か
月
に
集
中
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す（
図
一
）。

　
こ
の
た
め
、
県
で
は
、
毎
年
三
月

一
日
か
ら
五
月
末
ま
で
山
火
事
予
防

運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
山
火
事

は
主
に
、
野
焼
き
を
含
む
た
き
火
や

火
入
れ
か
ら
の
延
焼
、
火
遊
び
、
た

ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
い
っ
た
不
注

意
が
原
因
で
発
生
し
て
い
ま
す（
図

二
）。

①
強
風
時
や
乾
燥
時
、
枯
れ
草
等
の

あ
る
場
所
で
は
た
き
火
な
ど
を
し

な
い

②
火
気
使
用
中
は
そ
の
場
を
離
れ
ず

完
全
に
消
火
し
た
こ
と
を
確
認
す

る
③
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
す

（
投
げ
捨
て
な
い
）

④
火
遊
び
は
し
な
い

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
一
人
一
人
が

気
を
つ
け
る
こ
と
で
山
火
事
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
、

ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
に
よ
り
キ
ャ
ン

プ
を
楽
し
む
人
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
た
き
火
の
後
始
末
に
も
注
意
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
宮
城
の
美
し
い
森
林
を
守
る
た

め
、
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
気
を
つ

け
て
い
た
だ
く
よ
う
、
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

（
森
林
整
備
課
）

　
お
住
ま
い
の
地
域
で
、
高
齢
化
や

人
口
流
出
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い

ま
せ
ん
か
。
こ
の
よ
う
な
地
域
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
資
源
を
含
む
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
県
で
は
、
地
域
課
題
の
解
決
を
目

的
と
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
事
業
の
立
上
げ
に
向
け
て

活
動
す
る
団
体
に
対
し
、
勉
強
会
の

実
施
か
ら
設
備
導
入
ま
で
を
、
段
階

的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
を
用
い
た
農
業
用
温
室
の
自
動

温
度
管
理
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
農

業
人
材
の
不
足
と
い
う
課
題
の
解
決

が
見
込
め
ま
す
。

　
ま
た
、
木
材
の
乾
燥
に
太
陽
熱
や

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を
活
用

す
れ
ば
、
燃
料
費
の
削
減
や
林
業
に

お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、

端
材
の
地
産
地
消
に
繋
が
り
ま
す
。

　
補
助
率
や
補
助
上
限
額
は
下
の
図

に
記
載
の
と
お
り
で
、
補
助
金
の
申

請
期
間
は
令
和
六
年
四
月
か
ら
五
月

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
皆
様
の
御
活
用
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
含
む
再
エ
ネ
を

活
用
し
、
地
域
課
題
の
解
決
を

目
指
す
方
の
事
業
費
を
支
援
し
ま
す
！

（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
室
　
　

地
域
共
生
推
進
班
）

たき火・

火遊び …

たばこ

13%

21%

火入れ

11%
放火(疑い含む)

8%

その他

47%

たき火・

火遊び …

たばこ

13%

21%

火入れ

11%
放火(疑い含む)

8%

その他

47%

（図２） 原因別発生割合（図２） 原因別発生割合
（平成30年から令和４年までの平均）（平成30年から令和４年までの平均）

（図１） 月別発生状況（図１） 月別発生状況
（平成29年から令和３年までの平均）（平成29年から令和３年までの平均）
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みやぎの林業だより

～
大
会
テ
ー
マ
・
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
・

　
ポ
ス
タ
ー
原
画
決
定
～

　
令
和
七
年
秋
に
本
県
で
開
催
す

る
第
四
十
八
回
全
国
育
樹
祭
の
大
会

テ
ー
マ
・
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
・
ポ
ス
タ
ー

原
画
に
つ
い
て
、
令
和
五
年
六
月
か

ら
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
県
内
外
か
ら

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
応
募
作
品
に
つ
い
て
、
審
査
会
の

審
議
を
経
て
、
最
優
秀
賞
作
品
を
決

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
今

後
、
第
四
十
八
回
全
国
育
樹
祭
の
広

報
等
に
広
く
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
優
秀
賞
作
品
な
ど
の

入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
全
国
育
樹

祭
推
進
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
ま
す
。

【
最
優
秀
賞
受
賞
作
品
】

◆
大
会
テ
ー
マ
◆

　
　
　
　
　（
応
募
総
数
二
三
四
点
）

　
次
世
代
へ

　
　
　
み
ど
り
の
か
け
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
森
づ
く
り

作
者
：
福
島 

進（
埼
玉
県
本
庄
市
）

作
品
説
明
：

　
森
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
次
の
世
に
つ

な
ぐ
か
け
橋
を
ア
ピ
ー
ル

◆
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
◆

　
　
　
　
　（
応
募
総
数
一
六
五
点
）

作
者
：
濱
　
千
尋（
仙
台
市
）

作
品
説
明
：

　
緑
を
育
て
守
る
様
子
を
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
表
現
し
ま
し
た
。
足
は
土
、
手

は
水
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　
ひ
ら
が
な
の「
み
」を
使
っ
て
親
し

み
や
す
い
ユ
ニ
ー
ク
な
表
情
に
し
ま

し
た
。「
み
」に
は
、
宮
城
の
ほ
か
、
み

ど
り
、
み
ん
な
、
未
来
な
ど
育
樹
祭
開

催
に
向
け
た
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

◆
ポ
ス
タ
ー
原
画
◆

　
　
　
　
　（
応
募
総
数
二
○
一
点
）

 

作
者
：
野
上
　
愛
馨

（
宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
二
年
）

作
品
説
明
：

　
植
樹
に
参
加
し
た
と
き
の
絵
を
か

き
ま
し
た
。

～
記
念
行
事
を
募
集
し
ま
す
～

　
実
行
委
員
会
で
は
、
全
国
育
樹
祭

の
開
催
を
県
民
へ
広
く
周
知
し
、
開

催
気
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
森

林
保
全
や
緑
化
推
進
等
の
行
事
を

「
第
四
十
八
回
全
国
育
樹
祭
記
念
行

事
」と
し
て
募
集
し
ま
す
。

【
記
念
行
事
の
対
象
】

　
県
内
で
開
催
す
る
森
林
・
林
業
、

緑
化
・
環
境
保
護
、
木
材
利
用
等
の

教
育
啓
発
や
ふ
れ
あ
い
に
関
す
る
イ

ベ
ン
ト
な
ど

【
記
念
行
事
で
の
育
樹
祭
Ｐ
Ｒ
】

　
記
念
行
事
の
承
認
を
得
た
場
合

は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
育
樹

祭
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
行
事
名
に「
第
四
十
八
回
全
国
育

樹
祭
記
念
行
事
」の
文
言
を
記
載

◆
行
事
の
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
等
に

育
樹
祭
ロ
ゴ
マ
ー
ク
等
を
表
示

◆
行
事
に
お
い
て
、
育
樹
祭
の
Ｐ
Ｒ

グ
ッ
ズ
等
の
掲
出

【
記
念
行
事
へ
の
物
品
提
供
等
】

　
記
念
行
事
の
承
認
を
受
け
た
行
事

に
は
、
実
行
委
員
会
か
ら
次
の
と
お

り
、
物
品
提
供
等
を
行
い
ま
す
。

◆
記
念
行
事
に
お
け
る
育
樹
祭
ロ
ゴ

マ
ー
ク
等
の
使
用

◆
育
樹
祭
の
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
や
ノ
ベ
ル

テ
ィ
の
提
供

◆
育
樹
祭
の
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
等
の
貸
出

◆
育
樹
祭
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

け
る
記
念
行
事
の
掲
載

◆
育
樹
祭
開
催
記
念
誌
へ
の
記
念
行

事
の
掲
載

【
募
集
手
続
き
】

　
記
念
行
事
の
募

集
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
全
国
育
樹

祭
推
進
室
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
御
確
認
く
だ
さ
い
。

　
本
県
初
開
催
と
な
る
全
国
育
樹
祭

の
成
功
に
向
け
、
育
樹
祭
の
Ｐ
Ｒ
、

開
催
気
運
醸
成
に
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

（
全
国
育
樹
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

／
全
国
育
樹
祭
推
進
室
）

全国育樹祭推進室全国育樹祭推進室
ホームページホームページ

題：植樹をしたよ題：植樹をしたよ

み
や
ぎ

み
や
ぎ
全
育
全
育
つ
ー
し
ん

つ
ー
し
ん
Vol.2

第48回全国育樹祭第48回全国育樹祭
ロゴマークロゴマーク
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みやぎの林業だより

1月 2月 5月4月3月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 平均

円/ｍ3

16,000

14,000
15,000

11,000
12,000
13,000

10,000
9,000
8,000
7,000

令和6年

令和4年
令和3年

令和5年

平成31年
令和2年

5月4月1月 2月 3月 12月 平均11月10月7月 8月 9月6月
500

700

1,200
1,100

900
1,000

800

600

円/㎏

令和6年

令和4年
令和3年

令和5年

平成31年
令和2年

木 材 市 況 の 動 向

特 産 市 況 の 動 向

樹種 材長
   m

径 級
　　　cm

価格 （中値　単位：円／㎥）
仙南 仙北 大衡 津山 石巻

ス

ギ

　3.00
14〜16 － － － － －
16〜30 － － － － －
20〜32 13,500 － 14,500 14,000 －

　4.00

10〜13直曲 － 12,360 12,210 12,750 －
14〜18直曲 － 12,230 12,210 12,650 －
20〜22 － 12,170 13,500 13,650 －
24〜34 － 14,000 14,000 14,000 －
36〜 － － 14,000 14,000 －

年　次 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

平成31年 1,064 993 895 932 887 888 901 989 949 908 953 998

令和2年 999 965 977 1,006 973 958 926 944 1,057 1,044 989 1,001

令和3年 1,046 954 916 879 892 862 843 921 939 921 948 1,035

令和4年 1,010 991 982 948 983 1,012 1,035 976 1,002 1,015 1,013 1,038

令和5年 1,031 968 967 966 996 1,038 1,019 996 1,011 1,016 1,006 1,068

令和6年 1,072

資料：宮城県森林組合連合会

資料：仙台中央卸売市場

素材：県森連共販所
　　　市況（平均価格）

表2　生しいたけ価格の市況

表１　各共販所別木材市況（令和6年1月）

図１　素材価格の動き

図２　生しいたけ価格の動向

単位：円／kg

項　　　目 総　数 木造戸数 非木造戸数 木造率（％）

令和5年11月（戸） 1,282 918 294 71.6 
令和4年11月（戸） 1,647 1,181 358 71.7 
前年同月比（％） 77.8 77.7 82.1 －

令和4年12月〜令和5年11月（戸） 16,267 11,776 3,903 72.4 
令和3年12月〜令和4年11月（戸） 17,791 11,892 4,491 66.8 

前年同期比（％） 91.4 99.0 86.9 －

表3　宮城県の新設住宅着工戸数（令和5年11月）

資料：住宅着工統計

新設住宅着工戸数
・11月の新設住宅計は前年同月比で
22.2％減少し、前年同期比では8.2%
減となった。
・構造別では木造が前年同月比で
22.3%減少し、前年同期比で1.6％減
となり、木造率は前年同月比で0.1ポ
イント減の71.6%となった。

素材動向
・素材価格は前年同時
期より大幅に値を下
げている。

・平成24年に原木しいたけ(露地)が
出荷制限指示を受けたこと等に伴
い、価格は大きく下落したが、平成
26年次以降は900円～1,000円
台と、震災前の平均価格を上回って
いる。
・令和５年の生しいたけ年平均の単
価（円/ｋｇ）は前年と同水準で推移
し、年平均単価は前年同様1,000
円を上回った。

概　況

概　況

概　況
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みやぎの林業だより

国産材(生産販売)、木材チップ生産
製 材 業 、 伐 出 造 林 請 負

代表取締役　亀 山 武 弘

宮城十條林産株式会社

本 社

営 業 所

工 場

関連会社

〒980‐0871

仙台市青葉区八幡3丁目2番7号

　仙台(022)261ー2151(代)　FAX(022)261ー2150

気仙沼･栗駒･飯野川･大和･白石･郡山・岩出山

気仙沼･栗駒･白石・岩出山

宮十運輸株式会社・宮十造園土木株式会社

株式会社宮城環境保全研究所

代表理事

専務理事

理　　事

理　　事

監　　事

監　　事

亀　山　武　弘
小　澤　幸　三
亀　山　征　弘
梶　原　領　太
阿　部　　　貢
石　田　竜　也

〒980‐0871　仙台市青葉区八幡三丁目2番7号
電話　022(261)2151　FAX　022(261)215０

宮城県木材チップ協同組合宮城県木材チップ協同組合
会　長
副会長
副会長
副会長

米　澤　光　秀
永　井　政　雄
菅　原　正　義
佐　藤　裕　康
ほか理事一同

〒980-0871　仙台市青葉区八幡三丁目2番7号
電話　022（261）2151

宮城県木材チップ工業会

代 表 理 事 遊　佐　勘左衛門

〒989-6165　大崎市古川十日町４番１４号
TEL（0229）22-1281
FAX（0229）22-1281

E-mail : sasakimi@proof.ocn.ne.jp

一般財団法人 佐々君治山報恩会

〒980-0011
仙台市青葉区上杉２丁目４-46
宮城県森林組合会館内
TEL（022）266-7121

水源林造成事業

緑をはぐくみ水をつくる
　奥地水源地域の森林整備

宮城県水源林造林協議会

株式

第232号令和６年3月25日
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みやぎの林業だより

一般社団法人 宮城県林業公社

森林は大切な資源です
森林整備を通して

美しい森林を未来に伝えます

〒981-0914　仙台市青葉区堤通雨宮町4－17
TEL（022）275-9171　FAX（022）275-9172
http://www.miyagi-rinkou.sakura.ne.jp

（森林整備法人）

スゴいぞ！  みやぎの木のチカラ

　県土の約６割を占める森林は、水源のかん養や山地災
害の防止など多様な機能を担っており、その発揮が様々な

SDGsの目標達成に貢献しています。また、製造時のCO2

排出量が少なく、内部に炭素を蓄える木材を上手に利用する

こと（ワイズユース）は、温暖化防止など様々なSDGsに貢献し、

そこから生み出される恵みを森林の再生に還元させることで持

続可能な循環を作り出すことができます。

　みやぎにはJAS製材品など優れた品質の木材や高度な
加工技術があります。どうぞ、家づくりや街づくり等において｢み

やぎの木のチカラ」を実感してください。私たちがお手伝いい

たします。

宮城県木材協同組合の取組例

ＪＡＳ製材品の
利用拡大

宮城県産材
利用拡大

宮城県木材協同組合　　理事長　米澤 光秀
tel：022（233）2883　https://miyagi-wood.jp

令和５年度JAS構造材実証支援事業

木×SDGs Wise use of woods from みやぎ ！

令和６年度目標額

令和6年緑の募金運動スローガン

「緑の募金で進めよう SDGs」～森林を守る　森林を活かす～
も 　  り も 　  り

45,000,000円

〒981-0914  仙台市青葉区堤通雨宮町4-17  宮城県仙台合同庁舎10階

公益社団法人宮城県緑化推進委員会
TEL.022-301-7501  FAX.022-301-7502

第232号 令和６年3月25日
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みやぎの林業だより
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「公益信託  農林中金森林再生基金」（農中森力基金）等を通じ、森林の公益性発揮を
目指した活動を積極的に支援していきます。

〒980-0011　仙台市青葉区上杉一丁目2 番 16 号（ JＡビル宮城内）　☎022（711）7531（代）

もりぢから

農林中央金庫　仙台支店

私たちは森林づくりのプロフェッショナルです。ご相談はお近くの森林組合に！

宮城県森林組合連合会
仙台市青葉区上杉２丁目４-４６
TEL022-225-5991　FAX022-225-5994

■樹木の枝や根の有効利用は　　ウッドリサイクルセンター　022-345-6041

■優良みやぎ材の原木は
仙南地区木材センター
大 衡 綜 合 セ ン タ ー

0224-65-2166
022-345-2205

仙北地区木材センター
津 山 木 材 セ ン タ ー

0229-72-1877
0225-68-3038

花粉症対策スギ挿木コンテナ苗木，海岸防災林用抵抗性クロマツ苗木をはじめ，
林業用及び森林復旧用各種苗木のご用命・ご相談承ります。

〒980－0011 仙台市青葉区上杉二丁目4番46号
TEL （022）222－3661　FAX （022）222－3688

宮城県農林種苗農業協同組合

GR現代林業 林業新知識
B5判　24頁
年間購読料 3,000円（送料込み）

A5判　80頁
年間購読料 5,400円（送料込み）

山 林
A5判　66頁
年間購読料 3,500円（送料込み）

令和6年度の
購読申込受付開始！！林業の今を伝える月刊誌今

〒981-0914 仙台市青葉区堤通雨宮町4-17
　　　　　　  宮城県仙台合同庁舎10階

宮城県林業振興協会

TEL 022-301-7501
FAX 022-301-7502

図書の申込、問い合わせは

第232号令和６年3月25日


